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東京大学大学院法学政治学
研究科の授業で特別講演

税理士による舟山やすえ
後援会総会

空気まつり(朝日町)

　第221回特別国会は2月18日に召集され、
150日間の会期を8日間延長した上で、7月
24日に閉会しました。
　高市政権下で初めての本格論戦の場となり
ましたが、重要法案が相次ぐ一方で、国会運
営は終始混乱しました。政府・与党は衆議院
での圧倒的な数の力を背景に、史上最大規模
の予算案を異例の短時間審議で可決・成立さ
せ、その後も強引な法案審議の連続でした。
　混乱に拍車を掛けたのが、高市総理の国会
軽視です。憲法第６３条は、国務大臣の国会
出席と誠実な答弁を求めています。
　にもかかわらず、総理は誹謗中傷動画問題
について、野党から繰り返し説明を求められ
ながら、「弁明書」提出にとどめ、予算委員
会や党首討論への出席も拒み続けました。
　与野党で合意した開催日程まで反故にした
結果、6月下旬から約10日間、国会審議が
空転する異例の事態に陥りましたが、野党に
よる審議拒否ではなく、総理自身が説明責任
を放棄したのが最大の原因でした。

　最終的には、7月中の予算委員会開催等を
約束したことで、審議再開に至ったものの、
会期延長は避けられませんでした。
　延長国会で審議された「副首都法案」は、
大阪都構想実現を強く意識した内容であり、
審議が進むほど多くの課題が明らかになりま
した。否決を目指して議論を重ねましたが、
参議院本会議ではチームみらいの賛成により
わずか２票差で可決されました。
　今国会では、改めて参議院の重要性が浮き
彫りになりました。衆議院では圧倒的な数の
力で委員会を職権で立てるなど、合意形成を
無視した国会運営が押し通されたのに対し、
参議院では与野党の勢力が拮抗しているから
こそ比較的丁寧な審議が行われ、「副首都
法案」は、衆議院を大幅に上回る審議を通
じて、問題点やいかがわしさを国民の皆様に
明らかにできました。
　そのような混乱の中でも、国会最終日に、
私が委員長として本会議で審査報告を行った
「医療的ケア児等支援法改正案」が全会一致
で可決・成立しました。当事者やご家族が長
らく待ち望んでいた法改正であり、今国会に
おける大きな成果として心に残っています。
　また、5月18日には榛葉幹事長を迎えて、
7年ぶりとなる「舟山やすえ感謝の集い」を
開催しました。田植えシーズンの平日にもか
かわらず、多くの皆様のご参加を賜り、還暦
のお祝いまでしていただきました。
　皆様の温かいご支援に心より感謝申し上げ
ます。今後も皆様の期待に応えられるよう、
全力で活動してまいります。

こども・子育て・若者活躍に関する特別委員長
として、本会議で審査報告

医療的ケア児等
 支援法改正案

7月
24日

挑戦者求む！

5月
18日
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6月
9日

「令和9年度以降の水田政策の 
  見直しに関する提言」

　政府提出の右図①②の2法案に
加え、野党共同提出の議員立法③
の並行審議が行われました。
　質疑では、①②は政府側が、③は議員立法
なので、法案提出者を代表して、私と徳永エリ
議員が答弁を行いました。
　議員立法提出を契機に、与野党を超えて、
改めて、米・麦類・大豆の「主要農作物」の供給

に関しては国・都道府県の役割が大きいことや、これらの新品種
開発等の取り組みを後押しするための予算確保の重要性、施設
整備の必要性が広く認識され、附帯決議に盛り込まれました。
　早速、政府（農水省、財務省、総務省）と与野党が一堂に会し、
具体的な議論をスタートさせることとなりました。
　立法府の役割を実感！ 生きた議論となった法案審議でした。

食糧法改正案 ～「需要に応じた生産」の是非を議論
 需給安定に対する政府の責任が
改正後も変わらないことを確認
した上で、生産調整規定の廃止後
も、米以外の作物への作付け転換
支援はしっかり継続していく、との
明確な答弁を引き出せたことは、
水活の行方を心配する生産現場
の懸念を一定程度払拭できたの
では、と思います。　　　

6月
18日

7月
7日

「主要農作物種子確保法案」
　　 野党で共同提出

政府案と並行審議
発議者として答弁

① 重要品種の育成及びその種苗の

　  生産の振興に関する法律案

② 種苗法の一部を改正する法律案

③ 「主要農作物種子確保法案」

7月
23日

▼

国・自治体の公設試験場
における研究環境の状況
に関する意見交換会

6月
24日

7月
16日

▶

両院議員総会長として 全国各地で党勢拡大を！

6月
21日

5月
24日 徳島県 宮城県

5月
17日

4月
18日 福島県 埼玉県県連定期大会

県連主催

政治スクール　　

県連定期大会後に
街頭演説　　 県連定期大会

5月
2日

山形県連 街宣活動

(1) 「食料安全保障基礎支払制度」を創設し、品目横断的な国内生産基盤維持支援を行うこと。

(2) 水田活用交付金については、地域・品目特性を踏まえた生産基盤維持支援へ転換すること。

(3) 中山間地域等直接支払については、条件不利補正制度として再整理すること。

(4) 多面的機能支払については、地域共同活動及び公益的機能を支える制度として再整理すること。

(5) 環境保全型農業直接支払については、環境負荷低減促進対策として再構築すること。 

(6) 単価設定に当たっては、営農継続可能性を踏まえた制度とすること。 

(7) 基本計画での記述の「既存予算の組み替え」に縛られず、十分な予算を確保すること。

(8) 支援対象については、「担い手」に限定せず、多様な農業者を支える制度とすること。 

　吉村県知事はじめ多くの来賓や党員・サポ
ーターの皆様にご出席いただきました。

　普段は演台に、「こくみんうさぎ」ひとりですが、
この日は村岡衆議院議員の地元から「秋田犬」が応援に
駆け付けてくれました。

　終了後には、街頭演説会を開催。舟山康江、芳賀道也
両参議院議員に加え、秋田県から村岡敏英衆議院議員、
岩手県から佐々木真琴衆議院議員が弁士に ！
　東北魂が集結 ！ 地方の声を熱くねっずぐ訴えました ！
　お仕事終わりや、田んぼ、畑などでお忙しい中、ご参加
いただいた皆様、誠にありがとうございました。

5月
29日

 国民民主党山形県連「2026定期大会」 開催

吉村県知事 街頭演説！東北魂集結！

ガンバロー 三唱！

農林水産大臣に申し入れ

6月
29日

日本・メルコスールＥＰＡ交渉、
農業分野に配慮し慎重な対応を

記者会見を行い
要請内容を説明

国民民主党として政府案に対する修正案を提出。賛成討論で可決を呼び掛けました。
残念ながら可決には至りませんでしたが、需要に応じた米の供給を確保する責任は
政府にあることを大臣も明言、附帯決議にも盛り込まれました。

①の法案を補完、補強するためのもの
で、農産物の中でも主食を形成し、食
料安全保障の根幹である「米・麦類・
大豆」を「主要農作物」と位置付け、
これに関しては特に国や都道府県の公
的試験研究機関が開発・流通の太宗を
担っている現状を踏まえ、財政支援等
を行うべきことを規定

　また、中小規模を含む多様な
農業者の役割を明確に位置付
け、その支援を拡充する必要性
を訴えました。
　さらには、持続可能な営農を
後押しすると同時に、消費者負
担の軽減にもなる直接支払制度
の導入を提案しました。

であれば、これを法律本体
にも明確に盛り込むべき！

委員会審査で確認された政府の責務や講ずべき施策を法律上も
明確に位置付けるとともに、需給バランスが大きく崩れ、米価の
暴落・暴騰が生じた際のセーフティーネットを盛り込む


